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1 ） 受入・研究期間 ( 渡航期間 )
• 研究期間： 
2019 年 2 月11日（月）～ 2019 年 3 月25日（月）
• 渡航期間： 
2019 年 2 月9日（土）～ 2019 年 3 月26日（火）
2 ） 受け入れ機関について
今 回 受 け 入 れていただいた Children's National 
Health System はワシントンDC にある組織である。急性










そのメイン病院であるChildren's National は 1870 年
に米国で最初の子ども病院のひとつとして設立され、1890
年には 162 床へと拡充、1977 年には新病院に移転、そ
の後部門を拡張してきた。現在はベッド数 323 床、24 時
間の受け入れ態勢をとっており、米国のニュース＆ワールド
レポートの 2018-19 年最優秀児童病院名誉賞で新生児集




また、Children's National は 1989 年 に は 現 在 の 
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George Washington University、Trinity Washington 
University、School of Nursing at Catholic University 
of America の授業への参加や、教授等との面接を行った。
スケジュールの詳細については、表 1 のとおりである。
写真 1　Children's National main hospital （著者撮影）
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表 1　在外研究活動スケジュール
Februrary 3 Februrary 4 Februrary 5 Februrary 6 Februrary 7 Februrary 8 Februrary 9





Februrary 10 Februrary 11 Februrary 12 Februrary 13 Februrary 14 Februrary 15 Februrary 16









Februrary 17 Februrary 18 Februrary 19 Februrary 20 Februrary 21 Februrary 22 Februrary 23
















Februrary 24 Februrary 25 Februrary 26 Februrary 27 Februrary 28 March 1 March 2
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March 24 March 25 March 26 March 27 March 28 March 29 March 30




























とも 18% 増加し、そのうちの 80% がピーナッツア



















まず Nurse Practitioner （以下、NP）から患者
に対して OFC についての説明および実施前の診察
































示だしは Dr でなくNPもしくは PA が実施する。
②重篤なアレルギー反応が起こらない限り、NPもしく

















































































2 ） Washington D.C. における学校でのアレルギー対応
について
今回の視察の中で、アナフィラキシーショック
の 25% が学 校で起こっており、学 校は、アレル
ギ ー 対 応 に 関 して、OSSE (Office of the State 






























で使 用しているリソースは FARE (Food Allergy 








4 ） Washington D.C.におけるSchool Nursing System
について 
今回の在外研究の受け入れ先である Children's 







図 1　Washington D.C. における School Nursing System




























提供(ex,Impact DC Asthma Clinic)











School Nursing System 
of Washington D.C.
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分かった。しかし Children's National は先進的な病院で
あることもあり、スペシャリストを活用した関わりが試みられ









































































National Health System の Pamela S. Hinds 先生、看
護ケア実践場面で色 と々教えてくれたり看護について語り
合った看護師の Amanda Troger 氏、Kelly Tenbrink
氏、大学授業、大学院の授業への参加について筆者
を快く受け入れてくださった The George Washington 
University の Carol Lang 先生、Matthew Hess 先生、
Trinity Washington UniversityのMary Bantell先生、
School of Nursing at Catholic University of America




写真 2　 Pamela 先生と著者
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